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1. 経緯

当美星水路観測所の前身である倉敷水路観測所は，昭和 24年 12月以来倉敷天文台の一部を借用したか

たちで．笠岡水路観測l所の倉敷分室として天文関係の業務を開始した。本施設は昭和26年 12月以来実質

的K倉敷水路観測所と呼称し．昭和 28年 4月の組織改正Kより正式K発足したものである。笠岡水路観測

所は昭和 30年 8月K廃止された。

以後，倉敷水路観測所は，水路部が発行している天体暦。航海暦の編集に必要念天文観測l資料の収集K努

めてきた。特vc.恒星が月K隠される現象を観測する星食観測Jl'C辛子いては，水路部のほかの 2観測所一白浜

水路観測所（静岡県下回市）．下里水路観測所（和歌山県那智勝浦町）ーと共に大き左成果を得て合り，世

界になけるとの分野の観測で水路部が指導的役割を果たすK至るうえで多大の貢献をしてきた。そのほか．

惑星観測．日・月食観測にないても貴重念資料を得ている。また 1957年K人工衛星が初めて打ち上げられ

て以来．人工衛星が大規模狽IJ地K利用できるととが注目され．人工衛星の測地利用のための実験観測が世界

各国及び圏内で実施されてきた。倉敷水路観測所K公いても．人工衛星エコー．パジオス等を用いて東京大

学東京天文台及び国土地理院との協力の下K水路部が実施してきた写真観i!llJl'C基づく衛星測地実験観測K沿

いて．離島位置決定のための本土基準点のーっとして観測を行った。水路部にかけるとの衛星測地実験観測

の経験は，現在下里水路観測j所で実施されている人工衛星レーザ演lj距観測及びそのめざましい成果の達成K

対する貴重左基盤となっている。

倉敷水路観測所が設置された倉敷天文台は倉敷市のほぼ中央部Kあるが．近年は倉敷市及びその周辺の発

展K伴い天文観測環境が悪化したため．倉敷水路観測所は移転のやむ左きK至った。

2. 移転地の選定

一般K天文観測j施設の立地条件としては：

(1) 四面K視界をさえぎる自然物左いし建造物が存在しないとと

(2) 灯火等天文観測K障害となる人工光源が周辺に左いとと

(3）大気が清澄であり．付近K蒸気・塵挨の発生源が左いとと

(4）大地に娠動を与えるものが左〈地盤が安定している ζと

等である。そして，上記の条件が長期間Kわたって満たされる見通し沙2必要であり．とのためにも敷地面積

が十分に確保できなければならなL、。
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周辺では最も標高の高い山であ

る。山頂付近は美星町の共同牧

場となっており良好な道路が整

備されていること，及び電力 ・水

左どの生活施設も既存のものが

ある程度利用可能である等，一

般に天文観測施設建設で障害と

左る問題が少ない ζ とは極めて

条件が良いといえる。

ζのよう左経緯Kより倉敷水

路観測所の移転先地を美星町と

決定し．同町から敷地を購入，

昭和 57 • 5 8年の 2か年Kわ

たって庁舎 ・観測l施設等を建設

省中園地方建設局K委託して建

設した。

第 1回美星町周辺の概略図
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第 2図美星水路観測所平面図
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3.美星水路観測所の概要

第2図に美星水路観測所の敷地及び建物の配置を示した。また第3図には本館の正面立面図，第4図K天

体観測l棟の正面立面図をそれぞれ示した。本館には直系 7mの観測ドーム及びこれK付属する制御計測室，

事務室，光学実験室，暗室，資料室，倉庫，機械室，待機室，寝室，浴室等が設けられてL、る。天体観測l棟

Kは同じく直径7mの観測ドーム及び制御 ・計測室，機材庫等が設けられている。本館の第一観測ドームで

は主に人工衛星観測を行うため， ドーム円形回転屋根は望遠鏡の方位方向の回転を自動追尾する装置を備え

ていると同時K，円形屋根の開口部が向いている方向がディジタノレ表示されている。天体観測棟の第二観測

ドームでは星食観測，惑星観測等の天体観測が行われる。こちらは，観測ドーム内を外部の制御室から監視

しながら望遠鏡を制御できるようにドーム壁Kガラス窓が設けてある。

現在の美星水路観測j所の主要な観測機器は，口径6ocmの反射望遠鏡，人工衛星観測用シュミットカメラ，

太陽観測用シーロスタッ卜などである。また職員は所長及び所員2名の計 3名の陣容である。

当観測所では 58年 4月から業務を開始しており，好天文観測条件により良い成果が既K得られている。

6 1 年 2 月 K打ち上げられる予定の国産ill~地衛星の観測では当所も重要な役割を担うことが予定されている。

最後K美星水路観測所の主要因を第 1表に娼げる。

田

第4図 天体観測棟正面立面図
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第 3図本館正 面 立 面 図

第 1表美星水路観測所主要目

住 所 岡山県小田郡美星町大字字土字大山1165-14

敷地面積 4998.67m2

建物構造 鉄筋コンクリート造 1階建（一部 2階） 2棟

建物延面積本 館 532.95m2

天体観測棟 157.77m2 令計 690.7'l.m2

観測ドー ム直 径 7m 2基

業務開始 1983年 4月

緯度 cp = 34・40’36'.00N 

経度 λ＝ 133・34’24'.89E 

標高 h = 516.49m 

（第1制トムピア 1-.
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